
数学１ １章 正の数・負の数 「数の集合・素数」 ＜準備問題＞

組 番 名前

１ 次の数の約数を，小さいほうから順にすべて書きなさい。

（１）１２ （ ）

（２）２４ （ ）

（３）４８ （ ）

（４）６３ （ ）

（５）８０ （ ）

２ 次の数の中から，約数が２個である数をすべて書きなさい。

３ ６ １１ １８ ２５ ３１ ５６

（ ）



数学１ １章 正の数・負の数 「数の集合・素数」 ＜準備問題・解答＞

１

（１）１，２，３，４，６，１２

（２）１，２，３，４，６，８，１２，２４

（３）１，２，３，４，６，８，１２，１６，２４，４８

（４）１，３，７，９，２１，６３

（５）１，２，４，５，８，１０，１６，２０，４０，８０

２

３，１１，３１



数学１ １章 正の数・負の数 「数の集合・素数」 ＜基本問題＞

組 番 名前

次の各問いに答えなさい。

（１）次の（ ）の中に，あてはまる言葉を書きなさい。

１とその数のほかに約数がない自然数を（ ）といいます。

（２）３０以下の素数をすべて答えなさい。

（３）次の（ ）の中に，あてはまる言葉を書きなさい。

自然数を素数だけの積で表すことを（ ）するといいます。

（４）次の図は，１２６を１より大きい自然数の積で表したものです。□にあてはまる数を答え

なさい。

２

３

１２６

３

２１



数学１ １章 正の数・負の数 「数の集合・素数」 ＜基本問題・解答＞

（１） 素数

（２） ２，３，５，７，１１，１３，１７，１９，２３，２９

（３） 素因数分解

（４） ２

６

３

１２６

３

２１

７



数学１ １章 正の数・負の数 「数の集合・素数」 ＜応用問題＞

組 番 名前

１ 次の各問いに答えなさい。

（１）４８を素因数分解しなさい。

（ ） 、 、 。２ ２９４をできるだけ小さい数でわって ある数の２乗にするには どんな数でわればよいか

２ １２６にできるだけ小さい自然数をかけて，１５の倍数のするには，どんな数をかければよいで

すか。



数学１ １章 正の数・負の数 「数の集合・素数」 ＜応用問題・解答＞

１

（１）４８＝２ ×３
４

（２）６

【解説】２９４を素因数分解すると ２×３×７ になる。
２

２

答え ５

【解説】

１２６を素因数分解すると，

１２６＝２×３ ×７ …①
２

となる。

１５の倍数であるためには，素因数分解した式に３×５が入っている必要がある。

したがって，①の＝の右の式に×５が入ればよい。

ちなみに，１２６に５をかけると，

１２６×５＝２×３ ×７×５
２

＝２×３×３×７×５

＝２×３×７×３×５

＝２×３×７×１５

となり，１５の倍数になることがわかる。


